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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 19日 (2004.11.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 容 器 口 部 に 嵌 合 固 定 さ れ る キ ャ ッ プ 本 体 と 、 該 キ ャ ッ プ 本 体 に 螺 子 係 合 に よ り 装 着 さ れ
る 上 蓋 と か ら 成 り 、
　 前 記 キ ャ ッ プ 本 体 は 、 筒 状 側 壁 と 、 該 筒 状 側 壁 よ り も 小 径 の 注 出 筒 と を 備 え 、 該 注 出 筒
の 下 端 部 は 、 注 出 開 口 形 成 用 ス コ ア を 備 え た 底 壁 に よ っ て 閉 じ ら れ て お り 、 前 記 注 出 筒 は
、 前 記 筒 状 側 壁 の 上 端 か ら 内 方 に 延 び て い る 水 平 フ ラ ン ジ に 連 な っ て い る と 共 に 、 該 水 平
フ ラ ン ジ の 上 面 に は 、 前 記 上 蓋 と 螺 子 係 合 す る 螺 条 を 有 す る 環 状 突 起 が 形 成 さ れ 、 且 つ 該
水 平 フ ラ ン ジ の 下 面 に は 、 前 記 筒 状 側 壁 と は 間 隔 を お い て 下 方 に 延 び て い る イ ン ナ ー リ ン
グ が 形 成 さ れ て い る 複 合 容 器 蓋 に お い て 、
　 前 記 注 出 筒 の 下 端 を 閉 じ て い る 底 壁 の 下 面 に は 、 前 記 注 出 開 口 形 成 用 ス コ ア よ り も 外 側
の イ ン ナ ー リ ン グ と は 間 隔 を お い て 下 方 に 延 び て い る 回 り 止 め 用 突 起 が 、 一
定 間 隔 で 周 状 に 複 数 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 複 合 容 器 蓋 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 キ ャ ッ プ 本 体 の 筒 状 側 壁 は 、 少 な く と も 一 部 が 二 重 壁 構 造 と な っ て い る か 、 或 い は
薄 肉 部 を 有 し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 複 合 容 器 蓋 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 回 り 止 め 用 突 起 の 先 端 が 、 中 心 部 か ら 周 方 向 両 側 に 向 か っ て 上 方 に 傾 斜 し た テ ー パ
－ 面 と な っ て い る 鋸 歯 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 複 合 容 器 蓋 。
【 請 求 項 ４ 】
　 キ ャ ッ プ 本 体 に 上 蓋 を 螺 子 係 合 さ せ る 際 に 用 い る キ ャ ッ プ 本 体 支 持 用 の 治 具 に お い て 、
該 治 具 の 先 端 に は 、 環 状 突 起 が 設 け ら れ て お り 、 該 環 状 突 起 に は 、 上 端 か ら 下 方 に 延 び て
い る 挿 入 用 穴 が 一 定 間 隔 で 複 数 形 成 さ れ て お り 、 且 つ 隣 り 合 う 挿 入 用 穴 の 間 の そ れ ぞ れ に
回 り 止 め 作 用 部 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 前 記 挿 入 用 穴 に 、 キ ャ ッ プ 本 体 の 内 側 に 形 成 さ
れ て い る 複 数 の 回 り 止 め 用 突 起 を 挿 入 し て 、 該 回 り 止 め 用 突 起 と 回 り 止 め 作 用 部 と が 係 合
す る こ と に よ り キ ャ ッ プ 本 体 の 回 転 が 阻 止 さ れ 、 こ の 状 態 で 上 蓋 の 螺 子 係 合 が 行 な わ れ る
こ と を 特 徴 と す る 治 具 。
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【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 回 り 止 め 作 用 部 の 上 端 面 は 、 そ の 中 心 部 か ら 周 方 向 両 側 に 向 か っ て 下 方 に 傾 斜 し た
テ ー パ － 面 と な っ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の 治 具 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 容 器 口 部 に 嵌 合 固 定 さ れ る キ ャ ッ プ 本 体 と 、 該 キ ャ ッ プ 本 体 に 螺 子 係
合 に よ り 装 着 さ れ る 上 蓋 と か ら 成 り 、
　 前 記 キ ャ ッ プ 本 体 は 、 筒 状 側 壁 と 、 該 筒 状 側 壁 よ り も 小 径 の 注 出 筒 と を 備 え 、 該 注 出 筒
の 下 端 部 は 、 注 出 開 口 形 成 用 ス コ ア を 備 え た 底 壁 に よ っ て 閉 じ ら れ て お り 、 前 記 注 出 筒 は
、 前 記 筒 状 側 壁 の 上 端 か ら 内 方 に 延 び て い る 水 平 フ ラ ン ジ に 連 な っ て い る と 共 に 、 該 水 平
フ ラ ン ジ の 上 面 に は 、 前 記 上 蓋 と 螺 子 係 合 す る 螺 条 を 有 す る 環 状 突 起 が 形 成 さ れ 、 且 つ 該
水 平 フ ラ ン ジ の 下 面 に は 、 前 記 筒 状 側 壁 と は 間 隔 を お い て 下 方 に 延 び て い る イ ン ナ ー リ ン
グ が 形 成 さ れ て い る 複 合 容 器 蓋 に お い て 、
　 前 記 注 出 筒 の 下 端 を 閉 じ て い る 底 壁 の 下 面 に は 、 前 記 注 出 開 口 形 成 用 ス コ ア よ り も 外 側
の イ ン ナ ー リ ン グ と は 間 隔 を お い て 下 方 に 延 び て い る 回 り 止 め 用 突 起 が 、 一
定 間 隔 で 周 状 に 複 数 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 複 合 容 器 蓋 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 キ ャ ッ プ 本 体 の 筒 状 側 壁 の 内 側 に 位 置 し て い る 注 出 筒 の 底 壁 下 面 に
、 （ 以 下 、 単 に 鋸 歯 状 突 起 と 呼 ぶ ） を 複 数 設 け
た こ と が 重 要 な 特 徴 で あ る 。 即 ち 、 こ れ ら の 鋸 歯 状 突 起 は 、 回 り 止 め と し て 機 能 す る も の
で あ り 、 注 出 開 口 形 成 用 ス コ ア の 外 側 に 、 一 定 間 隔 で 周 状 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら 鋸 歯
状 突 起 と 係 合 す る 部 分 を 有 す る 形 状 の 治 具 を 用 い て 、 キ ャ ッ プ 本 体 を 回 転 不 能 に 保 持 し な
が ら 上 蓋 の キ ャ ッ プ 本 体 へ の セ ッ テ ィ ン グ を 行 な う わ け で あ る が 、 鋸 歯 状 突 起 と 治 具 と の
係 合 に よ り キ ャ ッ プ 本 体 の 回 転 が 阻 止 さ れ る た め 、 上 蓋 の セ ッ テ ィ ン グ の 際 に 、 キ ャ ッ プ
本 体 の 筒 状 側 壁 に は 負 荷 が か か ら な い 。 従 っ て 、 キ ャ ッ プ 本 体 の 筒 状 側 壁 が 、 二 重 壁 構 造
と な っ て い る 場 合 に お い て も 、 筒 状 側 壁 を 変 形 す る こ と な く 、 高 い 締 め 付 け ト ル ク で 上 蓋
の キ ャ ッ ピ ン グ を 行 な う こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 の 鋸 歯 状 突 起 は 、 一 定 間 隔 で 周 状 に 配
置 さ れ て い る た め 、 こ の 鋸 歯 状 突 起 と キ ャ ッ プ 本 体 の イ ン ナ ー リ ン グ と の 間 に 、 内 容 液 が
溜 ま る よ う な 空 間 は 形 成 さ れ ず 、 こ の 鋸 歯 状 突 起 に よ っ て 、 内 容 液 の 注 ぎ 出 し が 損 な わ れ
る こ と は な い 。 さ ら に 、 こ れ ら の 突 起 は 、 先 端 が 鋸 歯 状 と な っ て い る た め 、 治 具 を キ ャ ッ
プ 本 体 内 に 挿 入 す る と 、 鋸 歯 状 突 起 が 治 具 の 係 合 部 に 容 易 に 誘 導 さ れ 、 治 具 の 位 置 決 め 機
構 を 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。
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好 ま し く は 先 端 が 鋸 歯 状 と な っ て い る 突 起
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